
排水負荷を低減した生ゴミ処理装置
（発生する排水の負荷を軽減する機能を備えた処理装置）

2022

こんなことが出来ます！

生ゴミの分解液の排水濃度を大幅に低減できます。
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【解決したポイント】 【従来の問題点】

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

①未分解の生ゴミは生ゴミ処理機の底部に貯めるこ
とで直接排水されなくなり上澄み液だけを流すこ
とで排水濃度が大幅に低減した。
②底部に貯まる汚泥も微生物分解可能となった。

　従来、生ゴミを液化分解して排水に流す場合、底部
パンチング板の穴径よりも小さな生ゴミは微生物分
解される前に排水として流れるため高濃度であり、下
水道や施設内の排水施設への負荷を高める危険性
が極めて高かった。

　設置をされる施設側の立場に立てば排水
負荷の心配の少ない機械を選択されると思
います。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２１００１７２２
２）特許番号／特許第６７７９４３０号
３）公開番号／
４）出願番号／特願２０１９－２２０９８２
５）出 願 日／２０１９．１２．６
６）発明の名称／「排水処理負荷軽減装置及び該

負荷軽減装置を備えた生ごみ
分解処理システム」

７）特許権者／藤森産業機械株式会社
８）代表発明者／藤森　久雄
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　生ごみ処理機と連結させた外部の貯水枡（ドレンユニット）は、水位調整が可能で、この貯水枡に水が貯まると生ごみ処理機
の底部にも水が貯まる。底部パンチング板から漏れた未分解の生ゴミは機械の底部に蓄積されていき、ここで嫌気性の微生
物にて時間を掛けて分解される。
　撹拌槽の中では従来どおりの好気性微生物により生ゴミを分解する。溜まった排水は貯水枡から上澄みのみ排水されるた
め、従来の直接排水する方式よりもBODで1/5以下、SSで1/10以下までを低減できた(社内比)。
BOD：排水中に含まれる有機物の濃度で、その分解のために微生物が必要とする酸素の量で表したもの（水質指標）
SS：排水中に含まれる浮遊物質の濃度（水質指標）

①

②

　令和４年度中国地方発明表彰において、公益社団法人
発明協会より「発明奨励賞」を受賞しました。
　一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会より「第
31回中国地域ニュービジネス特別賞」を受賞しました。

排水負荷を低減した生ゴミ処理装置
（発生する排水の負荷を軽減する機能を備えた処理装置）

2022

こんなことが出来ます！

生ゴミの分解液の排水濃度を大幅に低減できます。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
①未分解の生ゴミは生ゴミ処理機の底部に貯めるこ
とで直接排水されなくなり上澄み液だけを流すこ
とで排水濃度が大幅に低減した。
②底部に貯まる汚泥も微生物分解可能となった。

【従来の問題点】
　従来、生ゴミを液化分解して排水に流す場合、底部
パンチング板の穴径よりも小さな生ゴミは微生物分
解される前に排水として流れるため高濃度であり、下
水道や施設内の排水施設への負荷を高める危険性
が極めて高かった。

　設置をされる施設側の立場に立てば排水
負荷の心配の少ない機械を選択されると思
います。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２１００１７２２
２）特許番号／特許第６７７９４３０号
３）公開番号／特開2021－087936
４）出願番号／特願2019－220982
５）出 願 日／２０１９．１２．６
６）発明の名称／「排水処理負荷軽減装置及び該

負荷軽減装置を備えた生ごみ
分解処理システム」

７）特許権者／藤森産業機械株式会社
８）代表発明者／藤森　久雄
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 ■有　□試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　生ごみ処理機と連結させた外部の貯水枡（ドレンユニット）は、水位調整が可能で、この貯水枡に水が貯まると生ごみ処理機
の底部にも水が貯まる。底部パンチング板から漏れた未分解の生ゴミは機械の底部に蓄積されていき、ここで嫌気性の微生
物にて時間を掛けて分解される。
　撹拌槽の中では従来どおりの好気性微生物により生ゴミを分解する。溜まった排水は貯水枡から上澄みのみ排水されるた
め、従来の直接排水する方式よりもBODで1/5以下、SSで1/10以下までを低減できた(社内比)。
BOD：排水中に含まれる有機物の濃度で、その分解のために微生物が必要とする酸素の量で表したもの（水質指標）
SS：排水中に含まれる浮遊物質の濃度（水質指標）

①

②

　令和４年度中国地方発明表彰において、公益社団法人
発明協会より「発明奨励賞」を受賞しました。
　一般社団法人中国地域ニュービジネス協議会より「第
31回中国地域ニュービジネス特別賞」を受賞しました。
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食物繊維補給食品
2024

こんなことが出来ます！

23

技術の概要

連絡先

発明者からのメッセージ
ライセンス情報

【解決したポイント】
　通常の食事のほか、あらゆる食品に手軽に配
合添加できれば日当たり20ｇ摂取により近づく
ため、野菜不足を補う相当な努力をせずに目標
量摂取に近づけるように食物繊維を配合した。
　水溶性食物繊維と不溶性食物繊維を併用し
て摂取することは生活習慣病に効果が認められ
るため両者を配合する。
　また、手頃な価格で提供できるように、使用
する食物繊維は、ラッキョウや豆腐の食品加工
時に廃棄される部材等を活用する。

【従来の問題点】
　食物繊維は大腸に届き腸内細菌の餌になり
腸内フローラの改善になる。
　日当たり必要な食物繊維を得るために350ｇ
の野菜を摂る努力をしたようでも6割程度に留
まっている。
　健康志向の人は、腸内フローラを改善し善玉
菌を増加・便秘改善・血糖値改善・血中コレステ
ロール値改善・免疫力の向上・老化防止等を求
めている。これには、食物繊維を日当たり２０ｇ摂
取することが不可欠であるが、できていない。

　京丹後市には１００歳以上の方が他地区の3倍居ら
れ、大腸がん罹患率が他地区より低いそうです。この
地域特有の畑仕事による運動、食事、ライフスタイル
に起因して腸内細菌のバランスが素晴らしく老化防
止になっていると考えられています。野菜・海草の摂
取も多いようです。
　食物繊維を多く摂りましょう。

１）開放特許情報DB番号／L2025000762
２）特許番号／特許第７１６４１０２号
３）公開番号／特開２０１９－１３５９４２
４）出願番号／特願２０１８－０２０１８１
５）出 願 日／２０１８．２．７
６）発明の名称／「食物繊維補給食品」
７）特許権者／有限会社ジオテクノ
８）代表発明者／横内　道洋
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　■試作 □実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

あらゆる加工食品（練り物、パン、菓子類、味噌、ケチャップ、ソース、たれ、カレー、ふりかけ、
餡子など）の製造時に食物繊維を配合添加し、男女平均必要量日当たり20ｇ、に不足しがち
な食物繊維必要量を補うことができます。

　食物繊維には水溶性及び不溶性があり、これを含む2以上配合した食物繊維補助食品であって、ラッキョウ
加工中の不要物、豆腐加工中の不要物、海中BOD（水中の汚れ）などを悪化させるオゴノリの含有量が多い
植物粉体処理物で、ラッキョウと豆腐のそれぞれの加工不要物の配合比が１．３、オゴノリとおからの粉体処
理物の配合比が３．０、のいずれかであり、水溶性食物繊維と不溶性食物繊維の含有量の比が、1．５～２．５で
あり、それらの総配合量が25g～５０ｇとなるようにした食物繊維補給食品。
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